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続
・
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
十
年
）

六
八
　
　
（
二
〇
四
〇
）
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続
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
＋
年
）

手

塚

豊

　
　
　
　
解
　
　
　
題

　
本
誌
本
年
十
月
号
に
、
私
は
「
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
」
を
発

　
（
1
）

表
し
た
。
跡
部
事
件
は
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
の
際
、
秋
田
県
に
お
い
て
西

郷
軍
に
呼
応
し
て
決
起
せ
ん
と
し
た
跡
部
達
蔵
の
一
党
が
、
未
逐
の
ま
ま
自
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
、
弘
前
裁
判
所
に
お
い
て
、
同
年
七
月
二
十
日
、
処
断
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
・

　
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
秋
田
地
方
の
郷
土
史
研
究
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

史
料
の
発
掘
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
し
た
が
つ
て
そ
れ
に
関
す
る
独
立
の
研
究
論

文
も
、
私
の
知
る
限
り
、
ま
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
。
私
は
、
そ
の
空
白
を
多
少

と
も
埋
め
る
た
め
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
「
公
文
録
」
お
よ
び
「
府
県
史

料
」
の
中
か
ら
、
跡
部
事
件
関
係
の
史
料
を
摘
出
し
て
、
発
表
、
紹
介
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
主
と
し
て
裁
判
関
係
史
料
で
あ
つ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
続
報

で
あ
る
Q

　
前
稿
に
お
い
て
、
私
は
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
」
中
の
「
秋
田
県
士
族

跡
部
達
蔵
以
下
犯
罪
処
断
ノ
儀
伺
」
と
題
す
る
文
書
の
中
に
、
秋
田
県
警
察
に

お
け
る
各
被
告
の
口
供
書
と
、
弘
前
裁
判
所
に
お
け
る
各
被
告
の
口
供
書
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
両
者
の
内
容
は
「
主
要
な
点
で
は
ほ
と

ん
ど
同
様
」
で
あ
る
た
め
、
後
者
の
内
容
の
み
を
紹
介
し
、
前
者
は
省
略
し
た

　
　
　
（
5
）

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
警
察
に
お
け
る
各
被
告
の
口
供
書
の
中
に
は
、
裁
判
所
に
お

け
る
口
供
書
に
は
全
く
存
在
し
な
い
各
被
告
の
旧
藩
時
代
の
身
分
を
示
す
よ
う

な
記
載
が
少
々
み
ら
れ
る
・
若
干
の
人
に
つ
い
て
は
、
家
族
状
況
の
記
事
も
あ

る
Q
但
し
佐
々
木
政
五
郎
、
福
川
鉄
三
郎
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
の
記
載
を
全

　
　
（
6
）

く
欠
く
。

　
そ
の
よ
う
な
記
事
は
、
跡
部
事
件
関
係
者
の
身
分
状
況
を
示
す
貴
重
な
史
料

で
あ
る
と
い
つ
て
い
い
。
こ
こ
に
前
稿
に
つ
づ
い
て
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
所
以



で
あ
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
事
件
関
係
者
の
大
半
は
、
主
謀
者
の
跡
部
を
の
ぞ
き
、
旧

秋
田
藩
の
下
級
士
族
で
あ
つ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
ま
た
、
前
稿
発
表
後
、
私
は
跡
部
事
件
を
報
道
し
た
当
時
の
新
聞
記

事
も
あ
ら
た
に
若
干
披
見
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
、
そ
れ
ら
も
併
せ
て
こ
こ
に

紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
・
こ
れ
ら
の
新
聞
記
事
の
中
に
は
、
十
年
六
，
月
十
九

日
・
愛
知
新
聞
の
報
道
の
ご
と
く
、
秋
田
県
巡
査
が
、
一
党
の
集
会
場
所
の
縁

の
下
に
ひ
そ
ん
で
、
情
報
を
蒐
め
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
密
偵
の
役
を
果
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

い
た
浅
原
丈
助
（
後
の
三
等
巡
査
）
を
、
一
党
の
者
が
殺
害
せ
ん
と
し
た
こ
と
な

ど
、
他
の
史
料
に
は
み
ら
れ
な
い
風
聞
を
伝
え
た
も
の
も
あ
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
十
年
）
」
・
本
誌
第
五
六
巻

　
　
十
号
二
二
八
頁
以
下
。

　
（
2
）
　
判
決
の
内
容
は
、
跡
部
は
国
事
犯
と
し
て
禁
獄
二
百
日
、
土
岐
良
助
以
下
十
八

　
　
名
は
禁
獄
三
十
日
、
佐
藤
清
初
は
禁
獄
十
日
。
し
か
し
、
未
決
拘
禁
目
数
が
主
刑
に

　
　
通
算
さ
れ
た
た
め
、
跡
部
は
禁
獄
百
七
十
日
を
申
渡
さ
れ
、
そ
の
他
は
、
全
て
宣
告

　
　
直
後
に
釈
放
さ
れ
た
（
明
治
十
年
七
月
二
十
八
日
・
北
斗
新
聞
。
「
新
聞
記
事
に
見

　
　
る
青
森
県
日
記
百
年
史
」
（
東
奥
日
報
社
版
Y
昭
和
五
十
三
年
・
六
九
頁
）
。
当
時
、

　
　
裁
判
結
審
後
、
判
決
言
渡
ま
で
の
期
間
が
三
十
日
を
越
え
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
か

　
　
ら
三
十
日
を
除
い
た
日
数
を
本
刑
に
算
入
す
る
制
で
あ
つ
た
（
明
治
七
年
五
月
二
十

　
　
七
日
・
太
政
官
布
告
第
五
十
七
号
「
滞
獄
罪
囚
減
役
例
図
」
）
。

　
　
　
な
お
、
現
在
の
青
森
地
方
検
察
庁
弘
前
支
部
に
は
、
判
決
原
本
は
残
つ
て
い
な

　
　
い
。
終
戦
后
の
火
災
で
消
失
し
た
由
で
あ
る
。

　
（
3
V
　
拙
稿
・
前
掲
関
係
史
料
・
本
誌
第
五
十
六
巻
十
号
二
二
九
頁
以
下
参
照
。

　
（
4
×
5
）
　
拙
稿
・
前
掲
関
係
史
料
・
本
誌
第
五
十
六
巻
十
号
・
四
｝
頁
。

　
（
6
）
　
佐
々
木
政
五
郎
は
、
佐
々
木
谷
蔵
の
二
男
で
あ
る
か
ら
無
禄
の
筈
で
あ
る
。
福

　
　
　
　
続
・
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
十
年
）

　川鉄三

郎
の
関
連
記
事
が
な
い
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

（
7
）
　
拙
稿
・
前
掲
関
係
更
料
・
本
誌
第
五
十
六
巻
十
号
・
四
二
頁
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
＊
　
＊

一
　
「
秋
田
県
士
族
跡
部
達
蔵
以
下
犯
罪
処
断
ノ
儀
伺
」
（
明
治
＋
年
六
月
「
公

　
　
　
文
録
」
司
法
省
之
部
）
か
ら
の
抄
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
第
一
大
区
三
小
区
羽
後
国
秋
田
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楢
山
本
町
下
町
五
百
五
十
壱
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
洞
宗
士
族
　
跡
部
達
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
六
年
七
ヶ
月

一
　
自
分
儀
家
禄
三
十
五
石
拝
載
家
跡
相
続
致
居
弟
勇
蔵
ハ
ニ
十
歳
現
今
陸
軍

教
導
団
生
徒
ニ
テ
出
兵
致
シ
祖
母
フ
サ
七
十
四
歳
母
ム
ラ
五
十
歳
妹
ナ
ヨ
十

三
歳
妻
ヲ
ミ
ニ
十
五
歳
長
女
ト
モ
五
歳
罷
成
同
居
致
居
候
事
（
以
下
略
）

　
〔
手
塚
註
〕
　
こ
の
文
書
で
は
、
跡
部
は
そ
の
家
禄
を
コ
ニ
十
五
石
」
と
述
べ
て
い
る

　
　
が
、
別
の
史
料
で
は
跡
部
の
父
ま
た
は
祖
父
と
思
わ
れ
る
重
太
郎
の
家
禄
は
「
七
十

　
　
一
石
」
と
な
つ
て
い
る
（
「
藩
士
分
限
禄
取
扶
持
方
各
郷
士
給
禄
名
調
」
・
「
秋
田

　
　
沿
革
史
大
成
」
下
巻
・
明
治
三
十
一
年
・
附
録
・
七
一
二
頁
）
。
こ
の
く
い
違
い
の

　
　
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

秋
田
県
第
一
大
区
三
小
区
羽
後
国
秋
田
郡

楢
山
医
主
院
前
町
九
百
五
十
番
地

　
浄
土
宗
　
士
族
　
　
佐
　
藤
　
大
　
助

　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
（
二
〇
四
一
）
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続
・
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
十
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
六
年
三
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
第
一
大
区
三
小
区
羽
後
国
川
辺
郡
百
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
段
新
屋
村
番
外
四
番
地
士
族
佐
々
木
谷
蔵
二
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
宗
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
政
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋
治
＋
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
九
年
二
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
県
第
一
大
区
三
小
区
羽
後
国
秋
田
郡
楢
山
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
千
拾
九
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
宗
　
士
族
　
　
東
海
林
　
兵
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
年
四
ケ
月

一
　
自
分
共
義
大
助
ハ
家
禄
七
石
兵
之
助
家
禄
七
石
拝
戴
之
処
明
治
八
季
四
月

中
奉
還
何
レ
モ
独
身
二
有
之
（
以
下
略
）

　
〔
手
塚
註
〕
　
佐
々
木
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
関
連
記
事
な
し
。

秋
田
県
第
一
大
区
三
小
区
羽
後
国
秋
田
郡
川
口

下
裏
町
千
六
百
九
十
三
番
地

　
臨
済
宗
　
士
族
　
　
比
　
森
　
左
右
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
九
年

同
県
第
一
大
区
三
小
区
羽
後
国
秋
田
郡
楢
山
医

王
院
前
町
九
百
六
拾
一
番
地
士
族
藤
田
小
左
工

七
〇
　
　
（
二
〇
四
二
）

門
二
男

　
浄
土
宗
　
　
藤
田
小
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
十
一
ヶ
月

同
県
同
区
楢
山
登
町
千
四
百
十
五
番
地

　
曹
洞
宗
　
平
民
　
　
嵯
　
峨
　
喜
惣
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
三
年
七
ケ
月

同
県
同
区
楢
山
末
無
町
番
外
二
十
四
番
地

　
浄
土
宗
　
士
族
　
　
安
　
東
　
忠
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
年
五
ケ
月

同
県
同
区
櫓
山
策
町
千
二
拾
二
番
地
士
族

福
川
金
左
工
門
長
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
　
川
　
鉄
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
五
年
三
ヶ
月

同
県
同
区
楢
山
九
郎
兵
衛
殿
町
千
百
八
十
八
番

地
士
族
佐
藤
栄
之
助
長
男

　
禅
宗
　
　
　
　
　
佐
　
藤
忠
　
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
年
六
ケ
月

同
県
同
区
楢
山
末
無
町
九
百
九
十
六
番
地
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浄
土
宗
士
族
　
中
島
八
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
同
県
同
区
楢
山
餌
町
千
百
三
十
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
向
宗
　
士
族
　
　
服
　
部
　
春
　
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
六
年
八
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
同
県
同
区
楢
山
旅
町
千
四
拾
壱
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
向
宗
　
士
族
　
　
福
　
川
　
軍
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
同
県
同
区
同
町
千
三
拾
七
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
宗
　
士
族
　
　
安
　
藤
　
準
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
年
十
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
同
県
同
区
楢
山
三
枚
橋
千
百
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
蓮
宗
士
族
　
手
島
小
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
年
三
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
同
県
同
区
楢
山
末
無
町
番
外
二
十
三
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
士
族
土
岐
文
蔵
隠
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
向
宗
平
民
　
土
岐
良
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

続
・
跡
部
逮
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
十
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
六
年
五
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
県
同
区
楢
山
登
町
千
四
百
十
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
宗
　
士
族
　
　
小
　
泉
　
清
　
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
一
年
五
ケ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
県
同
区
同
町
千
六
百
七
十
三
番
地
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
銀
助
長
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
宗
　
　
坂
本
金
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
二
年
五
ケ
月

一
　
　
比
森
左
右
造
家
禄
七
石
嵯
峨
喜
惣
治
ハ
元
秋
田
藩
卒
ニ
テ
明
治
八
年
十
一

月
民
籍
編
入
終
身
禄
七
石
家
内
一
，
U
人
暮
安
東
忠
吉
家
禄
四
石
独
身
元
前
同
藩

卒
ニ
テ
明
治
六
年
十
一
月
民
籍
編
入
終
身
禄
七
石
父
金
左
工
門
工
合
家
致
佐

藤
忠
太
栄
之
助
長
男
ニ
テ
無
禄
藤
田
小
六
小
左
工
門
二
男
ニ
テ
無
禄
中
島
八

五
郎
家
禄
七
石
明
治
七
年
六
月
奉
還
家
内
三
人
暮
服
部
春
政
家
禄
八
石
独
身

福
川
軍
平
家
禄
五
石
家
内
二
人
暮
安
藤
準
之
助
家
禄
七
石
家
内
三
人
暮
手
島

小
太
郎
家
禄
十
七
石
明
治
八
年
二
月
中
奉
還
家
内
五
人
暮
土
岐
良
助
士
族
文

蔵
隠
居
ニ
テ
別
居
無
禄
小
泉
清
助
家
禄
八
石
家
内
五
人
暮
坂
本
金
七
士
族
坂

本
銀
助
長
男
二
有
之
候
事
（
以
下
略
）

〔
手
塚
註
〕
　
福
川
鉄
三
郎
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
関
連
記
事
な
し
。

秋
田
県
第
一
大
区
二
小
区
羽
後
国
秋
田
郡

本
町
六
丁
目
千
二
百
七
十
番
地
借
地

　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
二
〇
四
三
）
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一

　
続
・
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
十
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
宗
士
族
　
戸
島
勘
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
八
年
二
ヶ
月

自
分
儀
家
禄
七
石
拝
戴
罷
在
処
明
治
八
年
中
奉
還
仕
家
内
三
人
暮
二
有
之

　
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
二
〇
四
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

訴
し
た
一
件
に
つ
ぎ
跡
部
と
同
意
の
老
で
比
森
左
右
造
、
島
勘
七
ほ
か
十
五
名

も
此
ほ
ど
県
庁
へ
自
訴
い
た
し
ま
た
此
跡
部
達
蔵
は
明
治
三
年
に
も
穣
夷
論
に

て
捕
縛
に
な
り
免
さ
れ
て
か
ら
も
心
で
不
平
を
な
ら
し
同
志
百
三
人
集
め
て
県

庁
を
焼
き
払
ひ
其
い
き
ほ
ひ
で
西
郷
の
許
へ
出
か
け
る
積
で
有
ツ
た
と
い
ふ
が

馬
鹿
な
事
を
望
む
か
ら
此
通
り
所
詮
ね
が
ひ
を
達
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

72

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
第
一
大
区
二
小
区
羽
後
国
秋
田
郡
楢
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
無
町
九
百
八
十
七
番
地
高
橋
団
蔵
同
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
宗
　
　
士
族
　
　
佐
　
藤
　
清
　
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
七
年
二
月

自
分
義
家
禄
七
石
拝
戴
家
内
二
人
暮
二
有
之
（
以
下
略
）

二
　
跡
部
事
件
を
報
道
し
た
当
時
の
新
聞
記
事

O
明
治
十
年
四
月
十
二
日
・
読
売
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
秋
田
県
士
族
跡
部
辰
蔵
は
十
六
七
人
な
ど
同
志
を
集
め
て
鹿
児
島
の
賊
へ
通

じ
や
う
と
し
た
が
取
締
り
が
厳
重
な
の
で
連
も
事
を
成
し
と
げ
な
い
と
思
ひ
県

庁
へ
自
首
し
た
と
い
ふ
。

○
明
治
十
年
四
月
二
十
八
日
・
読
売
新
聞

　
第
六
百
六
十
六
号
（
前
掲
四
月
＋
一
百
号
ー
手
塚
註
）
　
に
出
て
あ
る
秋
田
県

士
族
の
跡
部
達
蔵
が
薩
州
の
賊
に
与
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
望
が
叶
は
ず
に
出

○
明
治
十
年
四
月
十
二
日
・
東
京
日
目
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
九
目
午
后
九
時
五
十
分
発
　
秋
田
県
士
族
跡
部
辰
蔵
従
軍
願
ひ
を
名
と
し
同

志
十
六
七
人
を
募
り
薩
賊
に
応
ぜ
ん
と
し
て
事
就
ら
ず
県
庁
の
探
索
厳
重
な
る

を
知
り
自
首
せ
り
委
細
は
後
よ
り
郵
便
に
て
上
申
す

○
明
治
十
年
四
月
二
十
七
日
・
東
京
日
目
新
聞

　
此
ご
ろ
秋
田
よ
り
の
来
状
に
県
下
の
士
族
も
一
時
は
二
三
党
に
別
れ
或
る
一

党
が
従
軍
を
名
と
し
国
を
脱
し
窃
か
に
賊
軍
に
応
ぜ
ん
と
謀
り
所
々
に
集
会
な

ど
す
る
様
子
の
怪
し
け
れ
ぽ
県
庁
に
て
は
早
く
も
そ
の
挙
動
を
察
し
巨
魁
跡
部

某
を
は
じ
め
其
ほ
か
重
立
ち
た
る
も
の
八
人
ぽ
か
り
捕
縛
に
な
り
し
ま
で
に
て

全
く
其
跡
を
絶
ち
た
り
其
の
ち
至
つ
て
平
穏
な
り
云
々
。

○
明
治
十
年
四
月
十
三
目
・
東
京
曙
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
秋
田
県
士
族
跡
部
辰
蔵
従
軍
願
を
名
と
し
同
志
十
六
七
人
を
募
り
薩
賊
に
応

せ
ん
と
し
て
事
成
ら
ず
県
庁
の
探
索
厳
重
な
る
を
知
り
自
首
せ
り
委
細
は
跡
よ

り
郵
便
に
て
上
申
す
（
去
る
九
日
午
后
九
時
五
十
分
電
報
）

　
〔
手
塚
註
〕
　
こ
の
記
事
の
続
報
は
、
掲
載
さ
れ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。



○
明
治
十
年
四
月
十
八
日
・
静
岡
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
四
月
九
日
午
後
九
時
五
十
分
発
電
報
　
秋
田
県
士
族
跡
部
部
達
三
従
軍
願
ひ

を
名
と
し
同
志
十
六
七
人
を
募
り
薩
賊
に
応
ぜ
ん
と
し
て
事
成
ら
ず
県
庁
の
探

索
厳
重
な
る
を
知
り
自
首
せ
り
委
細
は
跡
よ
り
郵
便
に
て
上
申
す
と
、

　
〔
手
塚
註
〕
　
こ
の
記
事
の
続
報
は
、
掲
載
さ
れ
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

○
明
治
十
年
四
月
二
十
八
日
・
横
浜
毎
目
新
聞

　
　
　
（
ま
ま
）

　
西
南
追
悼
の
従
軍
に
事
寄
せ
不
軌
を
謀
ら
ん
と
し
て
事
成
ら
ず
県
庁
へ
自
首

に
及
ひ
た
る
秋
田
県
士
族
跡
部
達
蔵
の
来
歴
を
聞
く
に
明
治
二
年
中
秋
田
県
士

族
初
岡
敬
治
（
愛
宕
某
以
下
と
共
に
嬢
夷
論
主
張
し
不
軌
を
企
て
斬
首
せ
ら
れ

た
る
も
の
な
る
よ
し
）
の
隠
謀
に
与
し
発
覚
し
て
縛
に
就
き
た
る
も
漸
く
明
治

四
年
に
放
免
せ
ら
れ
処
々
に
流
浪
せ
L
が
何
分
方
今
の
御
政
事
が
気
に
喰
は
ず

見
る
も
の
毎
に
い
や
に
な
り
日
夜
世
の
形
勢
を
歎
息
し
て
思
ふ
や
う
癸
丑
以
来

開
化
の
説
が
頻
り
に
行
わ
れ
自
然
人
心
は
浮
薄
に
流
れ
士
は
節
義
を
失
ひ
上
下

一
般
利
の
一
点
に
の
み
目
を
注
く
様
に
な
り
し
は
抑
も
何
事
ぞ
如
此
に
し
て
荏

苗
歳
月
を
経
過
せ
ば
皇
国
の
安
危
計
る
べ
か
ら
ず
と
常
に
頭
痛
に
疾
ん
で
居
た
、

り
け
る
折
柄
今
般
西
郷
始
め
桐
野
篠
原
の
徒
西
隅
に
事
を
挙
げ
国
権
を
掌
握
せ

ん
と
す
る
を
聞
き
是
こ
そ
天
の
幸
ひ
と
従
軍
の
願
を
出
し
同
志
を
募
ら
ば
一
は

官
庁
及
び
士
民
の
信
仰
を
得
て
名
正
し
く
一
は
兵
器
を
得
ん
事
必
然
な
ら
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

三
月
十
九
日
同
県
士
族
山
島
久
剛
（
此
人
は
此
挙
動
に
関
ら
す
）
と
連
署
し
て

同
志
百
三
名
を
募
り
さ
も
忠
義
ら
し
く
征
討
従
軍
の
願
を
県
庁
へ
出
し
た
り
然

る
に
同
廿
二
目
の
願
の
趣
其
筋
へ
上
申
の
上
何
分
の
指
揮
可
及
と
の
御
指
令
に

相
成
た
る
由
な
る
が
其
後
口
実
を
設
け
て
屡
々
同
志
を
集
会
し
或
は
暴
論
を
吐

　
　
　
続
・
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
十
年
）

き
て
同
志
の
深
意
を
験
め
し
或
は
西
郷
を
賞
讃
し
て
左
祖
の
も
の
あ
る
や
否
や

を
試
み
た
る
に
随
分
同
腹
の
連
も
あ
る
様
子
な
れ
ば
又
々
事
に
托
し
て
三
月
廿

五
日
川
辺
郡
新
屋
村
の
桑
畑
に
集
り
真
面
目
を
顕
わ
し
て
申
け
る
は
西
郷
は
国

家
の
功
臣
な
れ
ぽ
今
度
事
を
挙
た
る
も
定
め
て
朝
廷
の
為
め
な
る
べ
く
各
位
に

於
て
も
朝
廷
の
御
為
め
に
さ
へ
な
る
事
な
ら
ば
仮
令
西
郷
に
与
す
る
も
誰
に
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
明
）

す
る
も
妨
な
き
次
第
な
ら
ず
や
御
心
底
は
如
何
と
言
出
し
た
る
に
□
□
各
々
即

　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

答
も
な
く
其
坐
は
退
き
し
よ
し
な
る
が
翌
廿
六
日
に
も
又
々
集
会
し
て
や
は
り

前
説
を
主
張
せ
る
に
如
何
な
る
事
な
り
と
も
朝
廷
の
御
為
と
さ
へ
有
る
事
な
れ

ぽ
死
を
以
て
報
す
べ
き
本
志
な
り
と
発
言
せ
る
者
あ
り
け
る
に
夫
な
ら
ば
只
今

銘
々
契
約
を
な
す
べ
し
と
即
座
に
連
判
帳
を
認
め
て
各
々
血
判
を
さ
せ
け
る
が

猶
心
底
の
疑
敷
と
思
ひ
し
に
や
跡
部
は
一
層
激
論
を
発
し
既
に
各
々
血
判
せ
る

上
は
是
よ
り
直
ち
に
手
分
け
し
て
市
中
を
暴
動
し
県
庁
に
押
し
か
け
ん
と
威
張

り
け
る
に
い
づ
れ
も
吃
驚
し
て
面
色
を
失
ひ
ブ
ル
ブ
ル
然
た
る
景
状
な
れ
ぽ
所

詮
頼
み
に
な
ら
ぬ
奴
原
と
察
し
け
る
に
や
直
様
右
の
連
判
帳
は
焼
棄
た
る
よ
し

然
る
に
其
後
四
五
日
を
過
き
同
志
の
内
に
て
口
外
せ
し
も
の
あ
り
と
見
て
誰
云

ふ
と
な
く
跡
部
等
の
暴
挙
を
謀
る
の
聞
へ
あ
る
よ
し
を
風
説
し
け
れ
ば
今
は
包

む
に
術
な
し
と
覚
悟
せ
し
に
や
四
月
五
目
に
左
の
自
首
歎
願
書
を
県
庁
へ
差
出

し
た
る
よ
し

　
　
　
　
　
自
首
歎
願
書

　
　
私
儀
兼
而
同
志
ヲ
募
リ
官
軍
二
従
軍
シ
御
征
討
ノ
役
二
充
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ

　
懇
願
シ
然
ル
ニ
此
度
暗
二
数
人
ヲ
集
メ
密
談
致
但
第
一
政
府
ヲ
欺
キ
奉
リ
殊

　
二
多
入
数
ヲ
シ
テ
方
向
ヲ
誤
ラ
シ
メ
ン
ト
致
候
段
重
畳
恐
入
候
乍
併
薩
プ
助

　
ク
ル
ノ
意
ナ
シ
ト
錐
ト
モ
一
時
名
ヲ
薩
二
仮
り
集
会
致
候
段
甚
恐
入
申
候
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
　
（
二
〇
四
五
）
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続
・
跡
部
達
蔵
内
乱
陰
謀
事
件
関
係
史
料
（
明
治
十
年
）

テ
自
首
仕
候
間
何
卒
御
憐
恵
ヲ
以
御
手
軽
ノ
御
取
扱
被
成
下
度
此
段
奉
歎
願

候
以
上

　
　
第
一
大
区
第
三
小
区
栖
山
寺
町
五
百
五
十
一
番
地
　
　
士
族

　
明
治
十
年
四
月
五
目
　
　
　
　
　
　
跡
部
達
蔵

　
秋
田
県
権
令
石
田
英
吉
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
是
を
聞
よ
り
我
も
く
と
自
首
し
た
る
其
者
共
は
比
森
左
右
造
、
島
勘
七
、

藤
田
小
六
、
小
泉
清
助
、
安
藤
忠
吉
、
東
海
林
兵
之
助
、
福
川
鉄
三
郎
、
佐
藤

（
ま
ま
）

忠
吉
、
中
島
八
五
郎
、
佐
藤
大
助
、
服
部
春
政
、
福
川
軍
平
、
安
藤
準
之
助
、

手
島
小
太
郎
、
佐
々
木
政
五
郎
（
以
上
士
族
）
、
嵯
峨
喜
惣
治
、
土
岐
良
助

（
以
上
平
民
）
の
十
七
名
に
て
敦
れ
も
濫
倉
へ
拘
留
に
な
り
し
由
、
仙
台
新
聞

に
見
へ
た
り
。

　
〔
手
塚
註
〕
　
こ
の
記
事
と
ほ
と
ん
ど
同
文
の
も
の
が
、
十
年
四
月
二
十
八
日
・
郵
便

　
　
報
知
新
聞
に
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
仙
台
新
聞
は
、
明
治
九
年
十
二
月
、
東
北
新
聞

　
　
を
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
（
松
阪
隆
次
郎
「
宮
城
県
新
聞
史
」
・
「
地
方
別
日
本
新

　
　
聞
史
」
・
昭
和
三
十
一
年
二
一
三
頁
）
。

O
明
治
十
年
五
月
十
一
日
・
日
進
新
聞

　
秋
田
県
の
士
族
跡
部
達
蔵
の
賊
連
も
過
る
升
日
に
珠
数
繋
き
に
な
り
て
弘
前

裁
判
処
へ
送
ら
れ
た
り
と
遽
遜
新
聞
。

　
〔
手
塚
註
〕
　
日
進
新
聞
は
明
治
九
年
八
月
創
刊
の
岩
手
県
の
新
聞
で
あ
る
（
後
藤
力

　
　
「
岩
手
鼠
新
聞
史
」
・
前
掲
日
本
新
聞
史
二
一
二
頁
）
。
ま
た
週
逓
新
聞
は
明
治
七
年

　
　
二
月
創
刊
の
秋
田
県
の
新
聞
で
あ
る
（
鎌
田
喜
市
郎
「
秋
田
県
新
聞
史
」
・
前
掲

書
・
四
一
頁
）
。

七
四
　
　
（
二
〇
四
六
）

○
明
治
十
年
六
月
十
九
目
・
愛
知
新
聞

　
秋
田
県
跡
部
達
蔵
始
め
先
般
従
軍
を
願
ひ
暗
に
西
郷
に
意
を
通
せ
ん
と
し
た

る
も
の
其
の
陰
謀
発
覚
の
原
由
を
聞
く
に
同
県
下
上
は
野
と
申
す
処
の
寺
院
に

ヨ
リ
ア

集
合
ひ
多
く
は
家
禄
奉
還
の
貧
窮
士
族
を
駆
り
集
め
第
一
県
庁
を
夜
襲
し
て
公

　
　
　
　
　
　
ロ
ギ
ン

金
を
奪
ひ
夫
を
路
金
と
し
て
何
れ
も
出
発
せ
ん
と
す
る
の
見
込
み
連
判
既
に
調

へ
り
然
る
を
該
県
巡
査
そ
の
集
会
の
橡
下
に
潜
伏
し
て
其
始
終
を
聞
く
又
同
意

の
も
の
た
る
浅
原
某
な
る
も
の
は
実
は
令
公
の
監
察
に
し
て
故
ら
に
其
列
に
あ

り
密
か
に
其
事
を
通
じ
た
る
こ
と
を
悟
り
跡
部
始
め
我
遠
謀
破
れ
ん
こ
と
を
恐

れ
同
志
一
夜
其
邸
を
襲
ふ
て
切
害
さ
ん
と
す
幸
に
し
て
家
に
あ
ら
ざ
る
を
以
て

果
さ
ず
終
に
壁
に
耳
あ
る
を
如
何
せ
ん
警
吏
頗
る
探
偵
に
力
を
尽
し
既
に
捕
獲

せ
ん
と
す
る
際
彼
等
少
人
数
に
し
て
拒
捕
の
及
は
ざ
る
を
以
て
自
首
し
た
る
由

今
や
青
森
裁
判
所
に
あ
り
て
討
問
中
た
り
と
云
ふ
此
糾
問
に
就
て
一
種
無
類
の

旧
事
件
を
引
き
出
せ
り
先
年
公
家
愛
宕
侍
経
国
政
を
一
変
せ
ん
こ
と
と
謀
り
連

　
　
　
　
（
ま
ま
）

類
秋
田
県
岡
敬
蔵
始
し
め
斬
首
愛
宕
侍
経
は
割
腹
中
村
恕
介
は
生
涯
鹿
児
島
へ

預
け
ら
れ
今
や
西
郷
に
力
を
尽
し
此
等
と
連
絡
の
件
に
潮
の
ぼ
り
糺
弾
官
も
意

外
の
手
数
を
引
き
出
せ
る
よ
し
小
人
窮
す
れ
は
此
に
濫
す
る
と
は
此
等
の
者
乎

昔
の
事
ま
で
出
放
題
に
吐
だ
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
月
三
日
・
稿
）
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